
２

新型コロナウイルス感染拡大防
止には、咳エチケットや手洗い
が大切です。

　
４
月
７
日
、
政
府
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
を
目
的
と
し
て
、
大
阪
府
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令
し
、

こ
れ
を
受
け
て
大
阪
府
は
「
緊

急
事
態
措
置
」
を
決
定
し
ま
し

た
。

大
阪
府
緊
急
事
態
措
置
の

概
要

期
間
　
令
和
２
年
４
月
７
日
～

５
月
６
日
承

外
出
自
粛
の
要
請

◇
食
料
の
買
い
出
し
、
医
療
機

関
へ
の
通
院
な
ど
、
生
活
の
維

持
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
外

出
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
生
活
必
需
物
資
を
販
売
す
る

施
設（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

薬
局
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
へ
の
休
止
要
請
は
行
い
ま

せ
ん
。
家
族
連
れ
な
ど
、
大
人

数
の
来
店
を
避
け
、
入
店
人
数

を
抑
え
る
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
な
ど
の
遊
興
施
設
な
ど
へ
休

緊急事態宣言が発令されました

止
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夜

間
の
繁
華
街
へ
の
外
出
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
、

可
能
な
限
り
、
在
宅
で
勤
務
し

て
く
だ
さ
い

　
職
場
に
出
勤
す
る
場
合
、
時

差
通
勤
・
自
転
車
通
勤
な
ど
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
風

邪
な
ど
の
体
調
不
良
の
場
合
は
、

休
暇
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
学
童
ク
ラ
ブ
）、
介
護
施
設

な
ど
へ
の
休
止
要
請
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
家
庭
で
の
保
育
や
介

護
な
ど
が
可
能
な
人
は
、
可
能

な
限
り
、
利
用
を
控
え
て
く
だ

さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
の
要
請

　
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
対
し
、

規
模
や
場
所
に
関
わ
ら
ず
、
開

催
の
自
粛
を
要
請
し
ま
す
。

※
４
月
　
日
現
在
の
情
報
で
す
。

１４

※
緊
急
事
態
宣
言
を
含
む
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
は
、　２２

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マスクの
作り方は
23ページ
へ

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
こ
の
感
染
症
の
治
療
や

予
防
の
最
前
線
で
奮
闘
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
全
て
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
、
こ
の
感
染
症
と
の

闘
い
は
、
先
行
き
が
見
え
な

い
状
況
で
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

必
ず
こ
の
試
練
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
感
染
症
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
引
き
続
き
、
広

報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
を
通
し
て
、
情
報
を
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

富
田
林
市
長
　
 
村
　
善
美

　
4
月
7
日
、
国
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
大

阪
府
も
そ
の
区
域
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

一
人
一
人
の
行
動
が
と
て
も

大
切
で
す
。
生
活
の
維
持
に

必
要
な
外
出
以
外
は
自
粛
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
一
人
一
人
の
行
動
が
、
ご

自
身
や
ご
家
族
、
大
切
な
人

の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
富
田
林
市
で
は
、
私
を
本

部
長
と
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
市
役
所
一
丸
と
な
っ

て
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
学
校
の
休
校
を
は

じ
め
、
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

人との接触機会を

「最低７割、極力８割」削減しましょう



３

　
若
者
・
子
育
て
世
代
の
Ｕ

タ
ー
ン
に
よ
る
転
入
促
進
を
図

り
、
ま
た
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に
よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を
創
出
す
る
た

め
、
親
子
で
の
近
居
ま
た
は
同

居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入

す
る
若
者
・
子
育
て
世
代
に
対

し
て
住
宅
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

支
給
要
件
　
本
市
に
１
年
以
上

居
住
す
る
親
世
帯
と
の
近
居
ま

た
は
同
居
を
目
的
と
し
て
、
本

市
で
住
宅
（
中
古
を
含
む
）
を

取
得
し
、
当
該
住
宅
に
居
住
す

る
人
で
、
申
請
時
点
で
左
表
の

要
件
全
て
を
満
た
す
人

支
給
金
額
　

・
近
居
の
場
合
＝
　
万
円

３０

・
同
居
の
場
合
＝
　
万
円

５０

市
若
者
・
子
育
て
世
代
転
入
促
進
給
付
金

の
申
請
を
受
け
付
け

　
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活

用
し
、
空
き
家
の
売
買
契
約
ま

た
は
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た

居
住
希
望
者
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
　

・
空
き
家
の
売
買
契
約
が
成
立

し
た
場
合
＝
　
万
円

２０

・
空
き
家
の
賃
貸
借
契
約
が
成

立
し
た
場
合
＝
２
万
円

補
助
対
象
者
　
市
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
利
用
し
、
同
制
度
に

登
録
し
て
い
る
登
録
事
業
者
を

介
し
、
空
き
家
の
売
買
契
約
ま

た
は
賃
貸
借
契
約
を
成
立
さ
せ

た
人
（
次
の
①
～
④
全
て
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

①
交
付
対
象
者
お
よ
び
そ
の
世

帯
員
全
員
に
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

②
交
付
対
象
者
お
よ
び
そ
の
世

帯
員
全
員
が
、
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
ま
た
は
市
暴
力
団
排
除
条
例

に
規
定
す
る
暴
力
団
密
接
関
係

者
で
な
い
こ
と

③
所
有
者
等
と
居
住
希
望
者
が

三
親
等
以
内
の
親
族
で
な
い
こ
と

④
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
た
者
で
な
い
こ
と

※
補
助
対
象
と
な
る
空
き
家
の

売
買
契
約
ま
た
は
賃
貸
借
契
約

の
成
立
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

　
日
以
内
に
、
申
請
を
す
る
必

６０要
が
あ
り
ま
す
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終

了
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
住
宅
政
策
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
活
用
促

市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
活
用
促
進進

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
たた

住宅の耐震診断・耐震改修・除却工事補助制度        
～木造住宅の除却工事に対する補助を創設しました～

　従来の耐震診断・改修補助に加えて、耐震性のない木造住宅の建

て替え促進や、倒壊による周辺への被害を未然に防ぐことを目的

に、木造住宅の除却工事に対する補助を創設しました。

補助対象　昭和５６年５月３１日以前に建てられた住宅

補助額

■除却工事補助（木造住宅に限る）＝上限２０万円

■耐震診断補助（木造住宅の場合）＝診断費用の概ね９割の額（上

限５万円）　※一般的な住宅では自己負担約５０００円で耐震診断を受

けることができます。木造住宅以外はご相談ください。

■耐震改修補助（木造住宅に限る）＝工事費用の３分の１の額（上

限１００万円）

※工事等契約前に補助申請をしてください。

※受け付けは１２月末までの予定です。ただし、予算がなくなり次第

終了します。

※その他条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　住宅政策課（内線４３８）

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

申
請
の
受
け
付
け
　
令
和
３
年

３
月
　
日
我
ま
で
に
、
申
請
書

３１

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
住
宅
政
策
課
へ

（
郵
送
不
可
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終

了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

市
役
所
４
階
住
宅
政
策
課
で
配

布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
住
宅
政
策
課
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
７
）



４

　
全
国
の
自
治
体
で
、「
断
ら
な

い
相
談
窓
口
」
の
設
置
に
向
け

た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
中
、

本
市
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
、

「
増
進
型
地
域
福
祉
の
推
進
」

と
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
市
役
所
内
に
「
福
祉
な
ん

で
も
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
同
窓
口
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

縦
割
り
の
窓
口
対
応
か
ら
、
市

役
所
の
各
部
局
や
専
門
機
関
な

ど
と
横
断
的

に
連
携
し
、

相
談
者
に
寄

り
添
い
伴
走

し
な
が
ら
支

援
す
る
体
制

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
と
き
は
同
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

～
縦
割
り
か
ら
横
断
的
に
市
民
生
活
を
伴
走

支
援
し
ま
す
～

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口

と
き
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）、午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
３０と

こ
ろ
　
市
役
所
２
階
地
域
福

祉
課
（
　
番
窓
口
）

２３

※
電
話
（
内
線
２
７
３
、
２
７

４
）
で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
９
８
）

「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
を
開
設

さ
れ
た
場
合
、
２
班
交
代
勤
務

体
制
の
実
施
期
間
も
延
長
す
る

予
定
で
す
。

③
交
代
勤
務
の
内
容
　
所
属
職

員
を
原
則
２
班
に
分
け
た
交
代

勤
務
を
行
い
、
出
勤
日
以
外
は

在
宅
勤
務
と
し
ま
す
。

※
交
代
勤
務
体
制
の
実
施
期
間

中
の
業
務
は
通
常
通
り
継
続
し

ま
す
が
、
期
間
中
は
少
な
い
人

数
で
の
対
応
と
な
る
こ
と
か

ら
、
窓
口
業
務
な
ど
に
お
い
て

通
常
よ
り
時
間
を
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
２
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
感
染
予
防
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
を
目
的
と
し
て
、

本
市
職
員
の
勤
務
体
制
を
次
の

と
お
り
、
２
班
交
代
勤
務
体
制

と
し
て
い
ま
す
。

①
２
班
交
代
勤
務
体
制
の
実
施

部
署
　
保
育
所
、学
童
ク
ラ
ブ
、

消
防
署
（
隔
日
勤
務
者
）
を
除

く
全
て
の
部
署

②
実
施
期
間
　
４
月
　
日
～
５

１７

月
６
日
菓

※
国
に
よ
る
大
阪
府
へ
の
緊
急

事
態
宣
言
の
指
定
期
間
が
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
か
か
る

交
代
勤
務
体
制
を
実
施
し
て
い
ま
す

「
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
」

は
延
期
に
な
り
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
実
行
委
員

会
に
お
い
て
５
月
　
日
　
に
開

１０

(日)

催
予
定
で
あ
っ
た
「
だ
ん
じ
り

パ
レ
ー
ド
」
は
延
期
に
な
り
ま

し
た
（
実
施
時
期
未
定
）
。
　

※
そ
の
他
の
市
制
施
行
　
周
年

７０

記
念
事
業
の
延
期
・
中
止
の
状

況
な
ど
詳
し
く
は
、
　

ペ
ー
ジ

２０

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マイナンバー（個人番号）の通知カード
が廃止されます

　５月２５日(月) に、通知カードが廃止され、マイナ

ンバーの通知は個人番号通知書になります。

　現在お持ちの通知カードは記載事項（住所、氏名

など）に変更がなければ、引き続き

マイナンバーを証明する書類として

使用いただけますが、廃止後は通知

カードの再交付や記載事項の変更手

続きはできませんので、ご注意くだ

さい。

　記載事項が住民票と一致しない場合は、使用で

きなくなります。マイナンバーを証明する書類が

必要な場合は、マイナンバーカードやマイナン

バー入りの住民票の写しなどを取得していただく

必要があります。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の

日程で開設します。

　申請者本人がお越しください。

とき　５月１０日(日) 、午前９時～正午　

※５月３日(祝) は、システムのメンテナンスのた

め、同カードの日曜交付はありません。

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

コンビニ交付サービスが一時休止します

　本市では、マイナンバーカードを利用した証明

書の「コンビニ交付サービス」を実施しています。

　同サービスでは、住民票の写し、印鑑登録証明

書、市・府民税証明書（現年度分）の発行ができ

ますが、次の日は、システム点検のため、一時休

止になりますのでご注意ください。

休止日　５月２日(土) ～６日(休) 、３１日(日) 

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１）、課税課（内

線１１７）



５

ひきこもり相談窓口を金剛連絡所で
も開設します

　 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）で開設してい
ト ピ ッ ク

ます「ひきこもり相談窓口」

を、下記の日程で金剛連絡

所でも開設しますので、ぜ

ひご利用ください。

とき　６月９日(火) 、９月８

日(火) 、１２月８日(火) 、令和３年３月９日(火) 、いず

れも、午後１時～午後２時３０分、午後２時３０分

～午後４時

ところ　金剛連絡所

定員　各１人

申し込み　５月７日(木) ～、生涯学習課〔察(２６)

８０５６〕へ（申し込み先着順、電話申し込み可）

※Ｔｏｐｉｃで実施している同相談の日程など

については、２８ページ「今月の相談」をご覧く

ださい。

　
４
月
１
日
よ
り
、
大
阪
府
総

合
労
働
事
務
所
（
南
大
阪
セ
ン

タ
ー
を
含
む
）
は
、
大
阪
府
商

工
労
働
部
雇
用
推
進
室
労
働
環

境
課
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
同
課
で
は
、
課
内
に
「
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

労
働
者
、
使
用
者
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
と

と
も
に
、
出
張
相
談
を
拡
充
す

る
な
ど
、
府
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
や
す
い
相
談
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
上
で

困
っ
た
こ
と
や
人
事
・
労
務
管

理
上
で
分
ら
な
い
こ
と
な
ど
が

あ
れ
ば
、左
記
の
相
談
窓
口
に
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
〔
緯
０
６
（
６
９
４
６
）

２
６
０
０
〕

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☎
☎

☎

～
労
働
者
、
使
用
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
～

　
国
に
お
い
て
、
昭
和
　
年
以

６３

降
、
毎
年
５
月
を
「
消
費
者
月

間
」
と
し
、
消
費
者
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費

者
問
題
に
関
す
る
啓
発
・
教
育

な
ど
の
事
業
を
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
９
月
に
国
連
で
採

２７

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
 Ｓ
 

エ
ス

 Ｄ
 

デ
ィ
ー

 Ｇ
  ｓ
 ）
」
は
、
全

ジ
ー
 

ズ

て
の
関
係
者
の
役
割
を
重
視

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
国
際
目

標
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
消
費
者
自
ら

が
、
社
会
的
課
題
に
目
を
向

け
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
消
費
者
庁
に
お
い
て
も
、「
エ

シ
カ
ル
消
費
（
人
や
社
会
、
環

境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
）
」の

普
及
・
啓
発
を
含
む
消
費
者
教

育
の
推
進
や
、
消
費
者
志
向
経

営
（
愛
称
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経

営
）
の
推
進
、
子
ど
も
の
事
故

防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
　
月
に
は

１０

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

国
民
運
動
と
し
て
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
消
費
者

月
間
で
は
、
消
費
者
が
、
事
業

者
、
地
方
公
共
団
体
、
国
な
ど

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
食
品
ロ

ス
削
減
を
は
じ
め
、
消
費
を
通

じ
た
豊
か
な
未
来
づ
く
り
に
向

け
て
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ

う
、「
豊

か

な

未

来

へ

～

『
も
っ
た
い
な
い
』
か
ら
始
め

よ
う
！
～
」
を
統
一
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
啓
発
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
啓
発
講
座
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で

す　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
次
の
機
関
の
消

費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
横

（
内
線
１
８
６
）、
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
は
除
く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔
緯
１
８
８
〕、
月
～
金
曜
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
　１０

時
～
午
後
４
時
（
い
ず
れ
も
年

末
年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

「
 豊
か
な
未
来
へ

　
～
『
も
っ
た
い
な
い
』

　
　
　
か
ら
始
め
よ
う
！
～
」
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◆
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
用
品
、

ベ
ビ
ー
用
品

な
ど
の
品
物

※
お
祝
い
品

は
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
発

送
し
ま
す
。

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

～
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
～

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業

申
請
の
受
け
付
け
　
令
和
３
年

３
月
　
日
我
ま
で
（
妊
娠
の
届

３１

け
出
を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
魅
力
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
課

（
内
線
３
２
９
）

市
産
後
ケ
ア
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
産
後
の
体
調
や

育
児
に
不
安
が
あ
り
、
家
族
な

ど
か
ら
十
分
な
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
母
子
を
対
象
に
「
市
産

後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
医
療
機
関
で

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
宿
泊
）

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
）

の
機
会
を
提
供
し
、
助
産
師
な

ど
に
よ
る
乳
房
の
ケ
ア
や
授
乳

指
導
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態

の
確
認
、
育
児
相
談
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
生
後
４
カ
月
未
満
の

乳
児
と
そ
の
母
親

※
同
事
業
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
方
法
や
利
用
期
間
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

認可保育施設が開園・リニューアル

　４月１日に、市内で初めてとなる幼保連携型認定こど

も園が２園開設しました。また、ともっち保育園が４・

５歳児の受け入れができるようリニューアルしました。

●幼保連携型認定こども園 葵  音 つばさこども園（新設）
り おん

ところ　廿山５１０の４

定員　１８０人

設置主体　社会福祉法人 博  光 福祉会
はっ こう

●幼保連携型認定こども園寺池台こども園（寺池台保育

園からの移行）

ところ　寺池台二丁目１６の１

定員　１１６人（移行前１０２人）

設置主体　社会福祉法人 光  久 福祉会
みつ ひさ

●ともっち保育園（増改築）

ところ　高辺台二丁目２０の１８

定員　６６人（増改築前４０人）

設置主体　社会福祉法人 朋  星 会
ほう せい

問い合わせ　こども未来室（内線２９１）

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
家
族
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
各
圏
域
に
障
が
い

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
（
左
表
参
照
）、
総
合
的
な
相

談
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
障
が
い
福
祉

課
内
に
出
張
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
（
祝
日
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
）
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

内
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
２
）

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☎

☎

☎

☎

☎

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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衛
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液
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液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

　平成３０年度に実施しました説明会やパブリックコメント、また、令和元年度に開催しましたタウンミーティングに

おいて、子育て中の人や地域の皆さんからたくさんの貴重なご意見・ご要望をいただきました。

　皆さんからの声にお応えするために、まずは現在運営しています全ての園で次のような取り組みを実施

する予定です。

市立幼稚園の今後の方向性をお知らせします

●令和２年度および３年度実施予定事業の内容

　令和２年度および３年度以降、以上のような方向性で取り組みを進め、「市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に

ついては、今後の「幼児教育・保育の無償化の影響」、「市立幼稚園の園児数の推移」、「保育所待機児童数の推移」、「質の

高い幼児教育の提供」、「持続できる体制の検討」などについて見極め、策定していきます。

●令和２年度実施事業の概要

①「未就園３歳児クラス」を市の事業として充実します。②「預かり時間を午後５時まで延長」します。

③近隣小学校での「給食体験」を試行します。④「合同保育」を実施するため、園から園へのバス送迎を実施します。

問い合わせ　教育指導室（内線３６９）
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国
で
は
、
日
本
国
憲
法
の
精

神
や
意
義
を
国
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
５
月
３
日
の
憲

法
記
念
日
を
含
む
５
月
１
日
～

７
日
を
「
憲
法
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
の
３
大
原
則

　
日
本
国
憲
法
は
、
国
の
在
り

方
や
仕
組
み
な
ど
を
定
め
て
い

る
も
の
で
、
①
国
の
政
治
の
在

り
方
を
決
め
る
の
は
国
民
で
あ

る
と
す
る
「
国
民
主
権
」
、
②
誰

も
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
人
間
ら

し
く
生
活
す
る
た
め
の
権
利
を

持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
誰
に
も

侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
で

あ
る
と
掲
げ
た
「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
、
③
戦
争
放
棄
な
ど
を

定
め
た
「
平
和
主
義
」
の
３
つ

の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
柱
を
基
本
理
念
と

し
て
、
全
て
の
人
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
幸
せ
を
願
い
な

が
ら
、
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

権
利
や
自
由
を
憲
法
が
し
っ
か

り
と
保
障
し
て
く
れ
て
い
ま
す

（
憲
法
第
　
・
　

・
　

条
）
。

１１

１３

２５

憲
法
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

　
例
え
ば
、
自
身
の
言
論
に
お

い
て
、
公
序
良
俗
に
反
せ
ず
、

他
人
の
自
由
・
権
利
を
侵
害
し

な
け
れ
ば
、
自
由
（
第
　
条
「
表

２１

現（
言
論
）の
自
由
」）
で
あ
り
、

ま
た
、
人
な
ら
誰
し
も
が
持
っ

て
い
る
「
心
」
に
関
し
て
も
、

ど
ん
な
事
を
考
え
思
っ
て
い
て

も
、
他
人
か
ら
干
渉
さ
れ
な
い

こ
と
を
保
障
し
て
い
ま
す
（
第

　
条
「
思
想
・
良
心
の
自
由
」）。

１９　
日
常
生
活
で
考
え
て
み
て

も
、
自
分
の
住
み
た
い
場
所
に

住
む
こ
と
や
、
な
り
た
い
職
業

を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
た
り（
第
　
条「
居
住
・
移
転
・

２２

職
業
選
択
の
自
由
」）、
文
字
を

読
み
書
き
す
る
な
ど
の
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る

（
第
　
条
「
教
育
を
受
け
る
権

２６

利
」
）
な
ど
憲
法
が
そ
の
権
利
や

自
由
を
保
障
し
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
私
た
ち
自
身
や
そ
の
暮

ら
し
と
憲
法
は
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
は
絶
え
ず

努
力
し
て
こ
の
自
由
と
権
利
を

持
ち
続
け
る
と
と
も
に
（
第
　１２

条
「
自
由
・
権
利
の
保
持
義

務
」
）
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
人
種
や
信
条
、
性
別
な
ど
に

よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
第
　
条
「
法
の
下

１４

の
平
等
」
）
。

　
自
治
体
で
は
、
こ
の
よ
う
な

憲
法
の
下
に
つ
く
ら
れ
た
各
法

律
な
ど
に
沿
っ
て
業
務
を
し
、

５月１日

　～７日は

先
の
権
利
保
障
の
他
に
も
「
教

育
」「
福
祉
」「
労
働
」「
医
療
」「
防

災
」
な
ど
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
市
民
一
人

一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
憲
法
は
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
自
由
と
幸
福
を
追
求
す
る
に

あ
た
っ
て
、
決
し
て
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

憲
法
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
、「
人
権
」
を
自
分
自
身
や
社

会
、
実
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域

で
、
憲
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
憲
法
週
間
に
合

わ
せ
て
人
権
な
ん
で
も
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

人
権
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
、
人
権
な
ん
で
も
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
８
日
画
、
午
後
１

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
人
権
・

市
民
協
働
課
（
当
日
、
直
接
会

場
へ
）

※
電
話
（
内
線
４
７
２
）
で
の

相
談
も
受
け
付
け
（
で
き
る
限

り
、
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

憲法週間

③
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

④
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同

様
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
夫

婦※
不
育
症
治
療
費
の
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
方
法
や
申
請
期
限

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
も
同
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
本
市
で
は
、
不
育
症
治
療
を

受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険

適
用
外
の
不
育
症
治
療
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
額
　
１
年
度
に
つ
き
上
限

　
万
円
ま
で

３０対
象
者
　
次
の
①
～
④
の
条
件

全
て
を
満
た
す
人

①
申
請
日
に
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
夫
婦

②
医
療
機
関
で
不
育
症
治
療
が

必
要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
保

険
適
用
外
の
治
療
を
受
け
た
夫

婦

不
育
症
治
療
費
助
成
制
度
の

ご
利
用
を

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を

し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

（
男
性
不
妊
治
療
を
含
む
）
に

要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す
る

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の

承
認
を
受
け
た
、
本
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象

に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
同
助
成
制
度
の
内
容
や
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進

課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、申
請
書
も
同
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
道
路
上
に
自
転
車
な
ど
を
放

置
す
る
と
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
の
景
観
も
損
な

わ
れ
ま
す
。
人
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
道
路
上
に
自
転
車

や
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
を

指
定
　
本
市
で
は
、
各
駅
周
辺
の
道

路
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」
を
指
定
し
、
区
域
内
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
を
保
管
所
へ
撤
去
・
移

送
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
な
ど
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
な
ど
は
、「
第
１
自
転
車

等
保
管
所
」（
若
松
町
東
一
丁
目

６
の
　
）〔
緯
　
３
２
３
３
〕
で

２７

（２６）

返
還
し
て
い
ま
す
が
、
返
還
時

に
自
転
車
は
１
台
１
５
０
０

円
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
１
台
２
０

０
０
円
の
移
送
・
保
管
費
用
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
に
自
転
車
な
ど
を
駐

車
さ
れ
る
場
合
は
、
有
料
自
転

車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
一
部
の
自
転
車
駐
車
場
に

は
、
高
校
生
以
下
の
学
生
を
対

象
と
し
た
学
割
料
金
も
設
定
し

て
い
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
身
近
な
乗
り

物
の
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル「
か
わ
っ
ち
り
ん
」

が
、
喜
志
駅
地
下
自
転
車
駐
車

場
〔
緯
　
６
２
９
３
〕
お
よ
び

（２４）

富
田
林
駅
自
転
車
駐
車
場
〔
緯

　
９
４
７
９
〕
で
ご
利
用
い
た

（２４）だ
け
ま
す
。

　
観
光
や
仕
事
、通
勤
、通
学
な

ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
方
法
・
料
金
・
時
間
な

ど
詳
し
く
は
、
利
用
を
希
望
さ

れ
る
駐
車
場
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタサササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククククククククククンタサイクルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかわっちりん」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

のののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用のご利用をををををををををををををををををををををををををををををを

■
放
置
自
転
車
を
見
掛
け
た
ら

　
公
共
の
道
路
上
に
長
期
間
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
を
見
掛

け
た
ら
、
移
動
さ
せ
ず
、
ま
ず

は
警
察
署
ま
た
は
道
路
交
通
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市営葬儀市営葬儀のの

ご利用ご利用をを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○
㈱
安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔
緯
　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈱
花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔
緯
　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○
㈱
花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔
緯
　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、「
標
準
プ
ラ

ン
」
か
「
簡
易
プ
ラ
ン
」
の
い

ず
れ
か
を
選
び
、
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
環
境
衛
生
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
３
、
１
４
７
）



１０

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
、
特
設
人
権

な
ん
で
も
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
や
学
校
生
活
、
医

療
・
介
護
な
ど
で
心
配
事
や
悩

み
事
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
身
近
に
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

見
守
り
活
動
を
し
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
や
福
祉
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

て
必
要
な
支
援
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
福
祉
制

度
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
へ
の

「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま

す
。
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

５月１２日は

民生委員・児童委員の日です

「あなたの身近な相談相手

　　　　　＝民生委員・児童委員」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
々

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
南
旭
ケ
丘
町

富
山
　
健
治
さ
ん
〔
緯
　
６
０

（２４）

２
１
〕

●
若
松
町
西
一
・
二
・
三
丁
目

（
外
環
状
線
か
ら
東
側
）

西
川
　
眞
知
子
さ
ん
〔
緯
　
４
（２４）

０
７
９
〕

●
昭
和
町
二
丁
目
、
平
和
台
、

大
字
新
堂
（
一
部
）

本
山
　
正
義
さ
ん
〔
緯
　
５
７

（７４）

１
１
〕

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

　
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
６
月
１
日
俄
、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室
　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

（
内
線
５
４
４
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

●
甲
田
二
丁
目
１
番
・
３
～
５

番
・
　

～
　
番
・
甲
田
三
丁
目

１３

１９

１
番
・
３
～
８
番

森
元
　
宏
通
さ
ん
〔
緯
　
３
８

（２３）

２
４
〕

●
新
家
一
・
二
丁
目

山
﨑
　
敏
行
さ
ん
〔
緯
　
２
３

（２４）

３
８
〕

●
南
大
伴
町

中
川
　
良
治
さ
ん
〔
緯
　
３
３

（２５）

１
８
〕

●
高
辺
台
一
丁
目
２
～
６
番

西
村
　
玲
子
さ
ん
〔
緯
　
７
３

（２８）

７
３
〕

●
向
陽
台
四
丁
目
４
～
　
番
２３

岩
野
　
好
髙
さ
ん
〔
緯
　
１
８

（２９）

８
５
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
池
田
　
義
尊
さ
ん

○
岡
本
　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦
　
永
子
さ
ん

○
川
口
　
博
夫
さ
ん

○
木
下
　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田
　
和
子
さ
ん

○
阪
本
　
省
三
さ
ん

○
芝
本
　
と
も
子
さ
ん

○
藤
田
　
裕
邦
さ
ん

○
吉
海
　
弘
幸
さ
ん

○
北
野
　
茂
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
民
人
権
部
長
　
　
　
　
　

土
井
　
清
美

▽
産
業
ま
ち
づ
く
り
部
長
　
　

森
木
　
和
幸

▽
教
育
総
務
部
長
　
　
　
　
　

澤
田
　
和
秀

▽
教
育
総
務
部
付
部
長
兼
教
育

指
導
室
長
　
石
田
　
利
伸

▽
生
涯
学
習
部
長
　
　
　
　
　

正
木
　
邦
彦

▽
議
会
事
務
局
長
　
　
　
　
　

山
内
　
浩
司

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
・
監
査
委
員
事
務
局
長
・
南

河
内
広
域
公
平
委
員
会
事
務
局

長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
長
・
農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
山
下
　
治

▽
消
防
署
長（
理
事
）　
　
　
　

新
熊
　
昌
義

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

市
職
員
のののののののののののののののののののののの

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異

人
事
異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動



１１

学
習
支
援
教
室
の
参
加
者
を
募

学
習
支
援
教
室
の
参
加
者
を
募
集集

内
容
　
大
学
生
の
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
サ

ポ
ー
ト
、
勉

強
の
悩
み
相

談
、
参
加
者

同
士
の
交
流

会
な
ど

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
９
６
）

　
本
市
で
は
、
生
活
保
護
世

帯
、
児
童
扶
養
手
当
全
部
支
給

世
帯
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
ひ
と
り
親
世
帯
の
中
学
生
な

ど
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
と
し
て
同
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
へ
の
参
加
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「ひとり親家庭の親等のための就業支援講習会」
受講生募集

●登録販売者（試験対策）

とき　６月２７日～８月８日の毎週土曜日、午前１０時～午後４時

（全７回）

ところ　大阪府立母子・父子福祉センター（大阪市東成区中道

一丁目）

対象者　ひとり親家庭の親、寡婦、寡夫

※登録販売者の資格試験に申し込みをされた人に限ります。

定員　２０人　受講料　６０００円（教材費など）

申し込み　５月２７日(水) までに、往復はがきに講習会名、参加者

の住所、氏名（ふりがな）、年齢、職業、電話番号、志望動機、

保育希望者は子どもの氏名・年齢（対象は２歳から就学前まで）

を記入し、傘５４０-００１２大阪市中央区谷町五丁目４の１３　大阪府

谷町福祉センター内大阪府母子家庭等就業・自立支援センター

〔察０６(６７６２)９４９８〕へ

※詳しくは、大阪府母子・父子福祉センターのウェブサイト

〔http://osakafu-boshiren.jp/〕をご覧ください。

市指定文化財第２号、第３号を指定しました

　昨年４月、市で初めての市指定文化財として「富田林寺

内町絵図」を指定したのに続き、このたび第２号として「 廿 
つづ

 山 南古墳出土遺物」を、第３号として「仲村家文書附書籍、
やま

板木、印鑑、氏子札、酒造関係等証札類」を指定しました。

■市指定文化財第２号「廿山南古墳出土遺物」

　指定第２号の遺物が出土した廿山南古墳は、古墳時代後

期（６世紀前半）に造られた直径約２２㍍の円墳です（残念

ながら現存しません）。

　平成１３年に埋葬施設の発掘調査を実施したところ、さま

ざまな副葬品が本来の配置を保ったままの状態で見つかり

ました。古墳は後世に乱掘されていることが多いため、当

時の葬送儀礼の在り方を知る上で貴重です。

　今回、一括して指定した副葬品には、鉄製の刀や矢じり、

金製の耳飾り、土器など

がありますが、特筆され

るのが玉類の中に含ま

れていた重層ガラス玉

です。直径約３㍉の小さ

な玉が連珠状になった

もので、国内では類例の

少ないものです。

　近年に科学分析を実施したところ、内部に銀箔が挟まれ

ていることや、シルクロードを通ってもたらされた西方ア

ジア産のガラス玉であることが分かりました。当時の対外

交流を物語る大変重要な資料といえます。

■市指定文化財第３号「仲村家文書」

　次に、指定第３号の仲村家文書は、江戸時代、河内国を

代表する酒造家であった仲村家に

継承されてきた文書です。

　本文書に含まれる酒造関係資料

は、富田林村酒造業の河内国にお

ける位置付け、さらにはその特質

の一端を理解する上で欠かせない

ものです。

　また、本文書の最も大きな特徴である大量の私文書群

は、町の生活や家族に関する詳細な記録を含み、在郷町富

田林地域の町家における生活の具体相をうかがうことがで

きます。冠婚葬祭資料

は、儀礼と社会との関

係性や、背景としての

熟成した在郷町文化の

形相についても理解を

深めるものです。

　これらは、幕末期在

郷町の文化・経済・社

会などの各面にわたって数多くの知見を得ることができる

貴重な資料です。

　今回の２件の市指定文化財は、次世代へと継承するため

大切に保存していくとともに、市ウェブサイトや展示会な

どを通して、今後、皆さんにご紹介させていただきます。

問い合わせ　文化財課（内線４２７）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

廿山南古墳の「重層ガラス玉廿山南古墳の「重層ガラス玉」」

「河州酒造御用記「河州酒造御用記」」

江戸時代の生活ぶりが分かる「年中録江戸時代の生活ぶりが分かる「年中録」」



１２

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る

な
ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
物
品
　
被
害
区
域
お
よ
び

被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑
な
ど

に
設
置
す
る
次
の
防
護
資
材
な

ど◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
の
農
家

補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
７
日
牙
～
令

和
３
年
２
月
　
日
画
に
、
農
と

２６

み
ど
り
推
進
課（
内
線
４
４
３
）へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置

事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

2
0
2
0
年
工
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

　
同
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中

小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
、
調
査
員
が
電
話
に
て
、

調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

①
特
定
健
康
診
査

　
緊
急
事
態
宣
言
に
か
か
る
通

知
に
基
づ
き
、
４
月
下
旬
に
送

付
予
定
で
あ
っ
た
特
定
健
康
診

査
受
診
券
の
送
付
を
延
期
し
ま

す
。
発
送
時
期
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
決
定

す
る
予
定
で
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

　
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

の
受
診
券
は
、
予
定
通
り
４
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
送
付
予

定
で
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が

出
て
い
る
間
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

特
定
健
康
診
査
受
診
券
の
送
付
時
期
や

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
受
診
券
の

利
用
期
間
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のう

ち、直径２.５マイクロ㍍（マイクロは１００万分の1）以下の特

に小さな粒子で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成

分です。府では、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視の

ページ〔http://taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開

しています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度

レベルを超えると予想される場合は、注意喚起の情報が府

の防災情報メールで配信されます。なお、注意喚起が発表

された場合は、不要不急の外出や屋外での長時間の激しい

運動はできるだけ避けてください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録

方法についてはおおさか防災ネットホームページ〔http://

www.osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕をご覧く

ださい。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報

も配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　環境衛生課（内線１３９）

③
歯
科
健
康
診
査

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
を
鑑
み
、
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
、
４
月
下
旬

か
ら
５
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

あ
っ
た
「
歯
科
健
康
診
査
の
お

知
ら
せ
」
の
送
付
を
延
期
し
ま

す
。

※
今
後
の
対
応
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
①
は
保
険
年
金

課
（
内
線
１
５
５
）、
②
は
福
祉

医
療
課
（
内
線
１
５
８
、
１
５

９
）、③
は
府
広
域
連
合
給
付
課

〔
緯
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０

３
１
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
気

付
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、

知
ら
な
い
間
に
病
気
が
進
展

し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
の

重
篤
な
症
状
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
場
所
　
実
施
医
療
機
関
　

※
４
月
号
広
報
に
折
り
込
み
の

「
令
和
２
年
度
保
健
事
業
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り

推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

内
容
　
問
診
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
者
　
　
歳
以
上
で
肝
炎
ウ

４０

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人

※
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

(２８)

肝炎ウイルス

検査はお済み

ですか



１３

　
平
成
　
年
度（
令
和
元
年
度
）

３１

に
は
、
ご
み
収
集
作
業
中
、
合

計
３
件
の
ご
み
収
集
車
の
火
災

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
出
火
原
因
は
、
ご
み
に

混
ざ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
や
使
い

捨
て
の
ラ
イ
タ
ー
、
充
電
式
の

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

　
危
険
物
や
処
理
困
難
物
を
分

別
せ
ず
ご
み
出
し
を
す
る
こ
と

は
、
ご
み
収
集
車
に
甚
大
な
被

害
が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
家
屋
な
ど
の
損
壊

や
人
命
に
関
わ
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
作
業
中
の
重
大
な

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
に
は
十

分
注
意
し
、
危
険
物
や
処
理
困

難
物
は
適
正
に
処
理
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

※
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
ご
み
シ
ー

ル
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
環
境
衛
生
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
４
～
１
４
６
）

収
集
で
き
な
い
も
の
を
入
れ
な
い
で
！

ご
み
収
集
作
業
中
に
火
災
事
故
が
発
生

し尿処理手数料を改定します

　し尿処理手数料は、平成１３年５月の改

定から１９年が経過し、この間、公共下水

道および合併浄化槽などの整備や普及に

伴い、し尿人口の減少および収集箇所の

点在化による収集効率の悪化など、収集

運搬業務を取り巻く環境が大きく変化し

ている状況にあることから、７月１日(水) 

から同手数料を１２０円から１６０円に改定し

ます。

　新しい汲み取り証紙は、７月１日(水) よ

り市役所１階環境衛生課、金剛連絡所、

各取扱所で購入することができます。

　市民の皆さんには、ご負担をお掛けし

ますが、ご理解とご協力をお願いしま

す。

問い合わせ　環境衛生課（内線１４４～１４６）

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
温
が
急
激
に
高
く
な
る

日
、
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
な

い
日
、
熱
帯
夜
の
翌
日
、
体
調

の
悪
い
日
、
運
動
な
ど
の
活
動

の
初
日
は
特
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防

●
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上
手

に
使
い
、
涼
し
い
素
材
の
服
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
外
出
時
は
、
帽
子
や
日

傘
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
水
分
補
給
の
た
め
に
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
、
汗
を
か
い
た
ら

塩
分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
、
発
症
す
る
と
最

悪
の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
は

発
症
し
や
す
い
の
で
、
十
分
気

熱中症に
　　ご注意を

　
喉
が
か
わ
く
前
に
こ
ま
め
に

飲
む
の
が
コ
ツ
で
す
。

●
休
息
を
取
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
を
取
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
食
も
し
っ

か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
、
声
を
掛

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

～室内でも予防を

　心掛けましょう～

男女共同参画フォーラム「Be - in ひろっぱ」
実行委員募集

　地域での男女共同参画を進めることを目的に、男女共同

参画フォーラム「Be - inひろっぱ」を開催します。同フォー

ラムでは、講演会や分科会などを実施する予定です。

　皆さんも実行委員になって、その企画や運営に携わって

みませんか。実行委員会は、６月～翌年３月の間に、月１

回程度開催する予定です。

募集人員　１０人程度（性別不問、男性歓迎）

申し込み　５月１４日(木) （必着）までに、人権・市民協働課

に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、郵送、ファク

スまたはＥメールで、傘５８４-８５１１常盤町１の１　人権・市

民協働課〔（内線４７４）・鯖(２５)９０３７・Ｅメールjinken@city.ton

dabayashi.lg.jp〕へ　※応募用紙は市ウェブサイト（人権・

市民協働課のページ）からもダウンロードできます。

ＬＧＢＴコミュニティスペースを開設           
～性のあり方は十人十色～

　ＬＧＢＴの人たちのコミュニティスペースを開設しま

す。一人で悩まず、同じ悩みや思いを持った仲間と話して

みませんか。

とき　５月２３日(土) 、午後２時～４時

ところ　市男女共同参画センター「ウィズ」（すばるホール

３階）

対象者　性的マイノリティ当事者やその家族、性的マイノ

リティかもと思う人、性的マイノリティについて理解を深

めたい人　定員　２５人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４７１）



１４

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中

に
府
内
市
町
村
や
消
防
、
警
察

な
ど
宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機

関
と
協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
宅
地
防
災
に

関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い

て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必
要

に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処
置

５
月
は

宅
地
防
災
月
間
で
す

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

■
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

■
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
研
修
会
や
点
検
方
法
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.o

sa
k
a
.lg
.jp
/k
e
n
sh
i_
sh
in
sa
/

sh
o
k
a
i.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

（
内
線
４
５
４
）、
府
建
築
指

導
室
審
査
指
導
課〔
緯
０
６（
６

２
１
０
）
９
７
２
２
〕

　
た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
周
囲
の
人
の
健
康
に

も
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。
　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性

が
原
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
喫

５
月
　
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

３１

煙
習
慣
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
わ
れ
、
治
療
が
必
要
な
病

気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、
同
依
存
症
診

断
テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
り
、
健

康
保
険
な
ど
が
適
用
に
な
り
負

担
額
が
軽
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
市
で
は

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ

て
、
禁
煙
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
世
界
禁
煙
デ
ー
関
連
イ

ベ
ン
ト

と
き
　
６
月
４
日
牙
、
午
前
　１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
富
田
林

店
（
富
田
林
町
　
の
１
）

３１

内
容
　
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定
な
ど
　

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

５月はため池愛護月間です

　ため池災害は、梅雨・台風期に最も多く発

生しています。

　大阪府では、ため池での災害と水難事故を

防止するとともに、環境を保全するため、梅

雨・台風期前の５月を「ため池愛護月間」と

定めています。

　本市でも広報活動などを実施しますので、

皆さんも次のことなどに注意してください。

■ため池を利用する皆さんへ

・ごみを捨てないようにしましょう。

・地域ぐるみで実施されるため池の草刈りや、

水路の清掃に参加しましょう。

・水を汚す家庭からの排水にちょっとした心

遣いをしましょう。

・ため池や水路の漏水を発見したときは市役

所へ連絡しましょう。

■子どもを水難事故から守るために

・ため池管理者や地域などで設置する危険標

識は幼児や児童が分かりやすいものにしま

しょう。

・ため池の安全施設の破損に注意しましょう。

・ため池や水路周辺で遊んでいる子どもを見

掛けたら注意の一声を掛けましょう。

・町会（自治会）などを通じて子どもの水難

事故防止について保護者などへ啓発しましょ

う。

問い合わせ　農とみどり推進課（内線４2３）



１５

　
平
成
　
年
　
月
に
面
積
要
件

３０

１２

を
３
０
０
平
方
㍍
以
上
に
引
き

下
げ
る
条
例
を
制
定
し
、
こ
れ

ま
で
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
で

き
な
か
っ
た
小
規
模
な
農
地
に

つ
い
て
も
指
定
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
新
た
に

同
地
区
の
指
定
を
受
け
付
け
ま

す
。

受
付
期
間
な
ど
　
５
月
１
日
画

～
６
月
　
日
峨
に
、
都
市
計
画

３０

課
（
内
線
４
５
３
）
で
受
け
付

け※
同
地
区
の
指
定
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
事
前
に
土
地
の
位
置
、
地

番
、
面
積
な
ど
を
確
認
の
上
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
土
地
の
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
は
、
汚

水
と
雨
水
を
分
け
る
分
流
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

老
朽
化
な
ど
の
要
因
で
汚
水
管

に
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
た

め
、
雨
天
時
に
下
水
処
理
場
の

処
理
能
力
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
昨
年
度
か
ら
５
カ
年
に
渡

り
、
加
太
・
五
軒
家
処
理
分
区

地
区
お
よ
び
金
剛
東
処
理
分
区

地
区
（
津
々
山
台
、
小
金
台
、

下水道 管  渠 
かん きょ

長寿命化事業

を実施します

廿
山
、
向
陽
台
、
藤
沢
台
、
青

葉
丘
、
新
青
葉
丘
町
、
加
太
、

五
軒
家
の
９
地
区
）を
対
象
に
、

同
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
津
々
山
台
、
小
金

台
、
廿
山
地
区
に
続
き
、
今
年

度
は
、
藤
沢
台
地
区
も
含
め
５

月
下
旬
よ
り
実
施
し
ま
す
。

事
業
内
容

①
汚
水
管
渠
更
生
工
事
・
マ
ン

ホ
ー
ル
 蓋
 取
替
工
事
＝
老
朽
化

ふ
た

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
汚
水
管

の
長
寿
命
化
と
浸
入
水
の
防
止

を
図
る
工
事
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
取
替
工
事
を
実
施
し
ま
す

②
取
付
管
お
よ
び
汚
水
桝
の
調

査
＝
老
朽
化
な
ど
で
起
こ
る
取

付
管
お
よ
び
汚
水
桝
の
亀
裂
な

ど
の
箇
所
を
宅
地
側
か
ら
特
定

す
る
調
査
を
し
、
調
査
で
判
明

し
た
原
因
箇
所
を
修
繕
す
る
こ

と
で
、
汚
水
管
へ
の
地
下
水
や

雨
水
の
浸
入
を
防
ぎ
ま
す

生産緑地地区の

追加指定を受け付け

　
本
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
４
年
度
よ
り
生
産
緑

地
地
区
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　「
南
部
大
阪
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
の
変
更
」
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
在
住
の
人
お
よ

び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間

満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
５
月
　
日
捷
～
６

１８

月
１
日
捷

縦
覧
場
所
　
市
役
所
４
階
都
市

計
画
課

南
部
大
阪
都
市
計
画
案
の
縦
覧

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

ギャンブル等依存症問題啓発週間  
～電話相談のご利用を～

　５月１４日(木) ～２０日(水) は、ギャンブル等依存

症問題啓発週間です。ギャンブルなど特定の

行為を「やめたくてもやめられない」なら、

それは依存症かもしれません。

　大阪府こころの健康総合センターでは、５

月から第２・４土曜日も相談を実施します。

　依存症は回復が十分可能な病気です。ご本

人やご家族だけで抱え込まず、まずはご相談

ください。

※大阪府内の依存症相談窓口や時間など詳し

くは、府ウェブサイト〔http://www.pref.osaka.

lg.jp/chikikansen/izonsho_soudan/

index.html〕をご覧ください（右図Ｑ

Ｒコードからもアクセスできます）。

問い合わせ　こころの健康総合センター

〔察０６(６６９１)２８１８〕

※
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

w
w
w
.p
re
f.o
sa
k
a
.lg
.jp
/so
k

e
i/to
k
e
ish
in
_
in
d
e
x
/ju
u
ra

n
1
_
1
_
1
.h
tm
l

〕
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
期
限
　
６
月
１

日
捷
ま
で
　
※
意
見
書
の
提
出

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
都
市
計
画
室

計
画
推
進
課
〔
緯
０
６
（
６
９

４
４
）
６
７
７
６
〕

③
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
調
査

＝
宅
地
内
で
の
作
業
で
、
各
家

庭
の
排
水
設
備
か
ら
の
雨
水
の

流
入
の
有
無
を
調
査
（
調
査
費

用
は
市
が
負
担
）
し
、
雨
水
の

流
入
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

解
消
工
事
を
各
家
庭
に
お
願
い

し
て
い
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
内

線
２
６
２
）

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
す
る
同
助

成
事
業
の
申
請
期
間
を
６
月
　３０

日
峨
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
同
助
成
事
業
の
内
容
や
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
生
涯
学
習
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
も
同
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

〔
緯
　
８
０
５
６
〕

（２６）
文
化
振
興
基
金
助
成

事
業
の
申
請
期
間
を

６
月
　
日
　
ま
で

３０

(火)

延
長
し
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１６

　
現
在
、
市
役
所
本
庁
舎
は
耐

震
性
能
の
不
足
や
建
物
の
老
朽

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
　
年
２８

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
熊

本
県
内
自
治
体
の
庁
舎
が
被
災

し
、
行
政
機
能
に
支
障
を
き
た

す
事
態
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
耐
震
化
を
含
め
た
庁

舎
整
備
に
向
け
、
市
庁
舎
整
備

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
学
識
経
験
者
や
市
内
の
各

団
体
代
表
者
、
一
般
公
募
に
よ

る
市
民
で
構
成
す
る
市
庁
舎
整

備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
意

見
箱
の
設
置
、
団
体
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
に
よ
り
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
庁
舎
の
現
状

■
耐
震
性
能
の
不
足

　
市
本
庁
舎
の
主
な
建
物
に
は

北
館
、
南
館
、
別
館
が
あ
り
ま

す
が
、
北
館
の
　
値
（
建
物
の

Is

耐
震
性
能
を
表
す
指
標
）は
０
・

　
と
一
般
的
な
建
物
に
必
要
と

３１さ
れ
る
　
値
０
・
６
を
大
幅
に

Is

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
大
規
模
地
震
が
起
こ

れ
ば
、
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る

危
険
性
が
あ
る
建
物
で
す
。
ま

た
、
別
館
も
北
館
と
同
時
期
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
施
設
・
設
備
の
老
朽
化

　
庁
舎
全
て
の
設
備
配
管
お
よ

び
設
備
機
器
、
電
気
・
空
調
な

ど
の
基
幹
設
備
機
器
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

市庁舎整備基本計市庁舎整備基本計画画

を策定していまを策定していますす

　
す
で
に
新
品
の
交
換
部
品
の

供
給
が
断
た
れ
た
状
況
で
、
破

損
し
た
部
品
を
修
理
し
な
が

ら
、
か
ろ
う
じ
て
、
基
幹
設
備

機
能
を
存
続
さ
せ
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
窓
口
や

相
談
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
不
足
、

建
物
構
成
・
窓
口
配
置
の
分
か

り
に
く
さ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

対
応
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
利

便
性
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
団

体
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
整
備

の
必
要
性
は
高
い
と
言
え
ま

す
。

■
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
同
委
員
会
は
全
６
回
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
庁
舎
整
備

に
関
し
て
、

必
要
機
能
や

庁
舎
規
模
、

整
備
場
所
お

よ
び
整
備
の

方
法
、
財
源

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和

２
年
　
月
の
計
画
策
定
を
め
ざ

１０

し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
の
開
催
状
況
や
資

料
な
ど
に
つ
い
て
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
４
１
）

　
本
市
に
は
、
約
３
３
０
０
の

事
業
所
が
あ
り
、
中
小
企
業
と

小
規
模
企
業
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
飲
食
店
や
商
店
、
工
場
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
が
本
市
の
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
発
展
を
継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
た
め
、
本
市
で

は
、
４
月
１
日
に
「
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
」
を
施

行
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
4
8
1
）

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例例

を
制
定
し
ま
し

を
制
定
し
ま
し
たた

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
度
に

２７

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
す
こ
や

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
、
健
康
づ
く
り
計

画「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　（
第

２１

二
次
）
及
び
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
　
年
間
の
計
画
と

１０

し
て
い
ま
す
が
、
中
間
段
階
の

平
成
　
年
度
（
令
和
元
年
度
）

３１

時
点
で
の
目
標
の
達
成
状
況
や

関
連
す
る
取
り
組
み
状
況
を
評

価
す
る
に
あ
た
り
、
令
和
元
年

６
月
～
７
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
中
間
評
価
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
中
間
評
価
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健

康
づ
く
り
推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

(２８)

「健康とんだばやし２１（第二次「健康とんだばやし２１（第二次））

及び食育推進計画」の中間評及び食育推進計画」の中間評価価

を実施しましを実施しましたた

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



錦織南　

　松井　 美  古  都 ちゃん（７カ月）
み こ と

引っ越してきました。みんな仲良く

してね☆

イ辞汐 蒔
汐

わ が 家
の ア ド ル

藤沢台　

　南口　 小  梅 ちゃん（３歳９カ月）
こ うめ

これぞ、我が家のアイドル。元気に

育ってね璽

藤沢台　

　南口　 紫  音 ちゃん（２歳７カ月）
し おん

少しわがままな紫音

素直に大きくな～れ璽

久野喜台　

　重井　 瑠  璃 ちゃん（１カ月）
る り

生まれてきてくれてありがとう璽

これからも元気に育ってね！！

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・姉妹と一

緒に写っている写真でも可）は、写真に、メッセージ（20字

程度）を添え、住所、保護者とお子さんの名前（ふりがな）、

撮影時の年齢（月齢）、電話番号を記入し、封書で左記の宛先

まで応募してください。

　また、市ウェブサイトからもご応募いただけます（右図のＱ

Ｒコードから応募ページにアクセスできます）。

　なお、今応募された場合、掲載は約５カ月後になります。

　
川
柳
・
短
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市

内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
結
果
」）
は
５
月

　
日
　
、
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日
　

３１

(日)

３０

(火)

ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
地
層
　
島
村
　
さ
ゆ
り
選

＝
秀
歌
＝

コ
ロ
ナ
 禍
 で
街
行
く
人
も
無
表
情
鉄
仮
面
の
ご
と
マ

か

ス
ク
が
動
く
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

∧
選
評
∨
コ
ロ
ナ
禍
で
街
は
活
気
が
な
く
、
行
き
交

う
人
も
マ
ス
ク
姿
で
無
表
情
、
そ
ん
な
殺
風
景
な
様

子
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。
鉄
仮
面
の
ご
と
と
い

う
比
喩
も
面
白
い
。
殊
に
結
句
、 マ
  ス
  ク
  が
  動
  く
 の

・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・

情
景
描
写
が
的
を
得
て
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ
。

風
強
き
歩
道
橋
を
小
走
り
に
渡
る
人
あ
り
影
絵
の
如

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
堂
　
箕
浦
　
加
陽
子

書
き
初
に
夢
と
い
う
字
を
書
き
思
う
老
い
の
夢
と
は

逝
く
ま
で
元
氣
　
　
　
　
藤
沢
台
　
太
田
　
富
美
子

目
の
前
を
小
さ
き
羽
根
で
 鶯
 が
ス
キ
ッ
プ
で
と
ぶ
寒

う
ぐ
い
す

き
風
の
日
　
　
　
　
　
　
錦
織
南
　
　
山
中
　
哲
夫

百
年
の
里
の
柿
の
木
甘
柿
が
し
ぶ
柿
と
な
り
干
し
柿

に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
奥
宮
　
陽
子

腰
お
ろ
し
靴
履
き
し
 亡
  夫
 あ
の
頃
と
同
じ
動
作
の
自

つ
 

ま

身
に
気
づ
く
　
　
　
　
　
横
山
　
　
幸
左
　
智
恵
子

施
設
に
て
美
容
メ
ー
ク
を
ほ
ど
こ
さ
れ
老
人
鏡
の
笑

顔
に
見
入
る
　
　
　
　
　
青
葉
丘
　
　
小
林
　
元
子

風
の
な
き
森
に
も
揺
る
る
木
立
あ
り
あ
る
が
ま
ま
よ

と
誰
彼
の
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
俳
句
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の

間
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
６
月
号
で
の
掲
載

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
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